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研究内容 

バイオマスを原料としたセルロースやキチン・キトサン由来のナノファイバーは、高強度・低熱膨張性

などの特性をもつ。これらのバイオマスナノファイバーは、水中で均一分散し易く、化粧品基材に求めら

れる生体適合性が高く、安全な賦形剤・ベース基材としても有望である。 

またナノファイバーは網目構造を有し、本構造内での薬剤担持が可能であり、加えて肌触り感の良いスキ

ンケア剤が開発できる。

本テーマでは、バイオマス由来原料から得られるナノファイバー作製技術をベースに、セルロースやキ

チン・キトサンなどの新規スキンケア製品の開発を行い、以下の 3 つのサブテーマを設けて研究を進めて

いる。 

1.スキンケアベース材としての機能検証

新規機能性原料を選択し、ナノファイバー化を行い、並行してナノファイバー同士を混合させたハイブ

リットナノファイバーの作製、評価

2.複合化スキンケア材料の評価

整髪料・クレンジング剤・洗顔剤を指向したナノファイバー添加化粧品の試作と評価 

ナノファイバー入りの化粧品の有用性とナノマテリアルであるバイオマスナノファイバーの安全性検

証 

３．スキンケア有効成分との混合方法の開発 

各種混合装置での混合方法や薬剤添加など、ナノファイバーに適した混合方法の確立 

美白剤やハリを持たせる原材料成分の高濃度で安定的に保持できる混合方法の開発 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

バイオマス由来原料のセルロースは、以前から化粧品では基材で採用されており、セルロースの使用に

関しては、実績もあり、問題はない。しかしセルロースを含むバイオマスにナノファイバー化処理を施す

ことで、水分を保持できる増粘性基材や成分を安定分散させる機能を付加することができる。 

 これまでの増粘剤・分散安定剤は化成品由来も製品が多くを占めており、その点でも差別化が可能であ

り、さらに可溶性の分散安定剤とは異なり、有用成分をナノファイバーが作り出す 3 次元構造体で保持す

ることが期待できるマルチ機能を有する点でも、従来機能より優位性をもつ。 
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実用化 

活用例 

平成 27 年度の産学官連携推進事業で、セルロースナノファイバーを用いた整髪料の開発を行い、セル

ロースナノファイバーのコーティング効果と成分保持効果を生かし、「毛髪や頭皮への低ダメージ」、「毛髪

表面を自然にコート」「シャンプーで簡単に洗い流せる」をコンセプトとする新しい整髪料の開発を進め

た。 

  成果は、試作した整髪料の特長として毛髪強度の向上、髪への均一コーティングが可能、整髪料成分の

残留が減少し、水で容易に洗い流せること、さらに、ダメージ毛の修復効果等が確認でき、セルロースナ

ノファイバー添加の効果を明らかに出来た。

共同研究に

ついて 

これまでに行った共同研究活動 

平成 26 年度 TONIO 研究開発公募事業【先端技術実用化支援事業】 

「バイオマスナノファイバーの応用製品及び新規ナノファイバーの開発」 

平成 27 年度 TONIO 産学官連携推進事業 【高機能素材・ライフサイエンス産学官連携戦略研究事業 】

バイオマスナノファイバーを用いた整髪料の開発 

平成 27 年度 TONIO 産学官連携推進事業 【新商品・新事業創出枠】 

省エネ微粒化装置の開発 

平成 28 年度 TONIO 産学官連携推進事業【新商品・新事業創出枠】 

深層水と微細化昆布を用いた高機能スキンケア剤の開発 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

その他 

セルロースナノファイバー(CNF)とは

幅 4～100nm、長さ 5μm 以上の繊維状に開繊されたもの。 高アスペクト比（おおよそ 100 以上）

で 機械的解繊等で製造されることが多い。 




